
◆ 内閣の重要政策の動向、行政課題・分野別のバランス、施策の進捗等を考慮し、
今後３カ年を視野に調査テーマを選定（毎年度初に｢行政評価等プログラム｣を策
定）

◆ 検討に当たっては、各分野の制度・施策の現状を勘案するとともに、現地機関 （管区

行政評価局等） が収集した情報や行政相談委員（全国で約5,000人）からの意見等を活用

◆ 計画的に実施する調査に加え、内閣の重要政策の動向・時々の社会ニーズを踏ま
えた調査を随時積極的に実施

平成３０年度以降の行政評価局調査テーマの検討状況について

【今後のスケジュール】
H29.11.13
政策評価審議会

H30.3.2
政策評価審議会

H30.2
テーマ候補案に対する
国民からの意見募集

H30.4
「平成30年度行政評価
等プログラム」決定
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調査テーマ候補

30～32年度のテーマ選定に当たっての考え方 関連する現在実施中・
着手予定のテーマ

① 持続可能な
社会の構築

② 多様性・包摂性
のある社会の構築

④ 生活の安全・
安心の確保

③ 成長戦略の
後押し

⑤ 行政運営の
効率化・高度化

高齢化・人口減少下でも持続可能な社会を構築するため、地域
レベルで生じている問題の解決方策を検証

→〇地域公共交通の再構築 〇インフラ長寿命化
〇高齢者の居住の安定確保 〇遺品の取扱い

障害者、認知症高齢者やその家族など、様々な困難に直面する
者が社会に参加していくための支援の在り方を検証

→〇障害者施策 〇認知症対策 〇更生保護ボランティア
〇児童虐待の防止等

近年発生した災害・事故、環境問題への効果的な対策の在り方
を検証

→〇災害時の住まいの確保 〇土壌汚染対策 〇ＰＣＢ廃棄物

働き方の見直しなど成長の牽引役たる担い手・サービスの創出に
向けての課題を検証

→〇教員の負担軽減 〇農地の集積・集約化 〇地理空間情報

府省共通事務又は個別重要事業を取上げ、逼迫する行財政
事情の下での、行政の効率化・高度化の両立に向けた課題を検証

→〇行政のＩＣＴ化 〇申請手続等の見直し 〇公共調達
〇年金業務の運営 〇政府開発援助

〇女性活躍の推進
〇農業労働力の確保(新規就農促進)
〇高度外国人材の受入れ
〇農林漁業の６次産業化
〇下請取引の適正化
〇訪日外国人旅行者の受入環境の整備
〇クールジャパンの推進
〇子育て支援
（保育施設の安全対策）
〇感染症対策
〇消費者事故対策
〇鳥獣被害対策
〇小型家電リサイクル

〇年金業務の運営（国民年金業務）

〇空き家対策
〇公的住宅供給
〇地籍整備の推進

〇介護施策
〇いじめ防止対策の推進

機動的な調査 内閣の重要課題に係る施策の動向や、事故等を契機にした社会ニーズを踏まえ、
機動的な調査を実施
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